















成 1 ４年 3 月 31 日にて冊子として発行したことを皮
































































第 1回 小学校英語活動プロジェクトが 2003 年 7月


































































れ親しんでいる (152 校、53.7％ )、(4) 英語で積極的
にコミュニケーションを図ろうとする意欲、態度が育
っている (95 校、33.6%)、(5) 英語のリズムやイント
ネーションに慣れ親しみ、英語を聴いて理解する力が
育っている（66 校、23.3％）、(6) 自然に発音が身に












































































(107 校、37.8%)、(4) 英語専科の教員や ALT などの










































































Volunteer や ALT だけに頼るのではなく、日本人の先
生が英語を十分指導できるように教員養成（Teacher 
training）が必要という結論に達し、和歌山大学のコ
リンズ教授（Professor Kevin Keyes Collins）がワ
ークショップ形式で、実践的指導を行った。











・　comprehension skill と performance skill に
gap がある。Comprehension は、illusion から
意味内容把握へといく。自然なコミュニケー





・　繰り返し (choral repetition ―ある文章を先





































































































































































テ ー マ ：「小学校英語活動－楽しい授業のあり方」
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